
淨

華

院

の

開

創

に

就

て

伊

藤

鮪

晃

淨

土

宗

の

大

本

山

清

淨

華

院

寶

庫

に
、左

の

古

文

書

か

一
葉

保

存

さ

れ

て

居

る
。

亘

多

の

什

寶

中

に

於

て

は
、寔

に

九

牛

の

一
毛

こ

も

稱

す

へ
き

も
、同

山

開

創

の

出

發

點

に

於

て

は
、恐

く

何

物

よ

b

も

最

も

雄

辯

に

其

縁

由

を

か

た

ら

む
○

リ

ノ

奉
讓
渡
佛
閣
事

合

壹
所

端
鯲
囎
闇
離
餓
蘿
轗
儺
墜

シ

ノ

但

四

至
等

在
二施

主

寄

進

本

劵

ノ

ニ

チ

右

件

佛

閣

専

室

進

退

之

所

也

而

沈
二病

床

之

問

相
二副

施

主

之

寄

進

袱
h

限
一永

代

奉
ソ譲
渡

ニ

ノ

向

阿

上

人

者

也

後

々

代

々

更

不
ゾ可
ゾ有
二他

妨

仍

讓

歌

如

件

乾

元

二

年

三

月

十

五

日

沙

門

專

塞

剣

乾

元

二

年

は

九

十

四

代

後

二

條

帝

御

即

位

の

翌

年

に

て
、其

年

八

月

五

日

改

元

あ

り

て

嘉

元

々

年

こ

な

り

し

歳

に

し

て
、向

阿

上

人

正

に

四

十

一
歳

の

壯

年

也
、蓋

し

上

人

の

寂

年

に

就

て

は

凡

そ

三

説

あ

り
、
「
吉

水

實

録

四

霊
」

の

説

に

依

ら

は

元

徳

二

年

十

一
月

九

日

壽

六

十

二

ご

あ

り
、次

下

(55)



に

引

く

「
法

水

分

流

記
」

に

は

七

十

二

歳

ご

あ

る
、け

れ

4̂/J
も

向

阿

上

人

繪

詞

傳

及

高

信

傳
、系

譜

等

の

説

に

基

く

ご
、九

十

七

代

後

村

上

帝

の

興

國

七

乙
酉
、
北

朝

の

貞

和

元

年

六

月

二

日

洛

西

雙

岡

池

上

西

光

庵

に

入

寂

す
、春

秋

八

十

三

歳

也

ご
、今

は

此

説

に

依

b

,て

逆

算

せ

る

も

の

な

り
。

前

掲

の

古

文

書

に

よ

る

ご
、専

塞

ご

號

す

る

人

あ

り

て
、三

條

坊

門
ハ上

京

御

池

逋
)高

倉

に

あ

る

專

修

院

と

稱

す

る
.佛

閣

を

佛

殿
、僭

坊
、土

藏
、本

奪
、聖

敏

ご

共

に

之

を

向

阿

上

人

に

讓

與

す

る

ご

云

ふ

の

で
、其

專

筌

ご

云

ふ

人

は

既

に
病

床

に

沈

々

相

當

の

年

輩

で

起

居

も

自

由

な

ら

さ

る

處

よ

り
、之

を

壯

年

に

し

て

學

識

も

高

き

將

來

有

望

な

る

向

阿

上

人

に

讓

與

し

て

大

に

其

發

展

を

屬

望

し

た

も

の

で

あ

る

ご

思

は

る
○

叉

故

實

聚

書

中

に

於

け

る

「
中

古

京

師

内

外

地

圖
」

を

展

べ

て

見

る

ご
、三

條

坊

門

高

倉

の

處

に
、
「
淨

華

院

十

刹

ノ

一
」

ご

記

し

て

あ

る

か

ら

淨

華

院

關

係

の

寺

院

か

此

處

に

あ

つ

た

事

も

亦

確

實

で

あ

る
。

翻

て

最

近

發

見

さ

れ

た

「
法

水

分

流

記
」

を

見

る

に
、

禮

阿

◎

つ
向

阿

玄

心

證

法

然

塞
ー

一ー
是

心
-

承

室
i

澄

室
i

敬

法

六
+
八

冖

・凶

㎜

住
二
淨

花

院

」

一

本
ト
寺

法

師

一
躰

肅
轅
聴

(56>
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敬

蓮

聾.
ゑ
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斯

く

の

如

く

禮

阿

上

人

の

下

に

十

人

の

門

弟

あ

り

て
、當

時

洛

の

内

外

に

於

て

各

々

一
刹

を

搆

乏

て

專

修

念

佛

の

淨

業

を

勵

精

さ

れ

た

も

の

丶
如

し
、是

れ

淨

華

院

か

其

中

心

こ

な

り

向

阿

上

人

か

其

中

心

人

物

だ

り

し

を

以

て
、後

世

淨

華

院

十

刹

の

一
ご

號

す

る

に

至

れ

る
道

程

も

自

ら

知

る

差

を

得
・る

の

で

あ

る
o

其

最

初

は

專

室

成

阿

ご

號

せ

し

一
長

老

か

禮

阿

の

門

下

こ

し

て

専

修

念

佛

院

を

經

營

せ

し

も
、漸

く

老

年

に

及

ひ

中

風

の

如

き

病

床

に

沈

吟

す

る

樣

に

な

り

て
、將

來

を

悲

觀

し

同

朋

中

の
傑

物

た

る

向

阿

上

人

の

有

爲

な

る

を

認

め
、施

主

の

地

劵

ご

共

に

本

奪

聖

教

佛

殿

(・57)



僧

坊

一
切

を

擧

げ

て
、之

を

向

阿

上

人

に

讓

與

せ

る

も

の

な

る

べ
し
、向

阿

之

を

受

け

後

年

其

專

修

念

佛

院

の

寺

號

を

改

め
、淨

花

院

ご

號

せ

し

も

の

丶
如

し
、仍

て

茲

に

「
淨

花

院

.
本
」

ご

記

せ

る

理

由

叉

自

ら

明

な

り
。

元

來

淨

花

院

の

稱

呼

は
、開

山

淨

花

坊

證

賢

の

名

よ

り

出

て

た

る

も

の

な

る

か
、此

號

も

向

阿

上

人

歸

淨

後

の

各

に

し

て

「
父

子

相

迎
」

中

に

も

あ

り

し

ご

思

ふ

か

天

親

菩

薩

の
、如

來

淨

花

衆
、正

覺

華

化

生

の

文

よ

り

出

て

だ

る

も

の

こ

察

せ

ら

れ
、後

年

其

門

下

か

越

前

武

生

に

正

覺

寺

を

創

め
、

今

現

に

淨

山

筆

頭

の

亘

刹

た

る

を

以

て

知

る

べ

き

な

り
。

扨

淨

山

の

故

地

を

三

條

坊

門

な

り

し

事

を

慥

め

る

た

る

文

書

に

今

一

つ

他

に

典

據

か

あ

る
、是

は

元

來

養

鵬

徹

定

師

の

所

持

品

な

り

し

も

の

な

る

か
、今

は

知

恩

院

の

什

寶

こ

な

れ

る

古

彫

の

『

彌

陀

經
』

な

り
。

其

裏

面

に

左

の

文

書

か

記

る

さ

れ

て

居

る
Q

實

久

不

言

上
、候

之

問

不

審

之

處

今

預

貴

札

候

條

喜

悦

無

極

存

候

抑

蒙

仰

候

御

參

籠

御

有

増

御

事

尤

所

庶

幾

存

候

相

搆

近

年

之

程

に

可

令

思

食

給

候

者

生

前

悦

何

事

如

之

哉

以

此

旨

可

然

之

樣

可

有

御

披

露

候

恐

梍

謹

言

一二
月

亠ハ
日

樂

仕
亠

進

上

三

條

坊

門

方

丈

御

持

者

(58)



相

當

樂

生

上

人

一
百
箇

日

之

忌

辰

翻

彼

遺

札

摺

寫

此
經

以

此

因

縁

入

一
佛

土

耳
.

元

亨

二
年

八

月

晦

日

向

阿

判

此

書

元

ご
縁

山

獪

龍

窟

所

藏

な

り

し

ご
見

ぬ

て

『古

經

題

跋
』

獪

龍

窟

の
所

に

阿

彌

陀

經

一
・卷

ノ

相
二當

樂

生

上

人

一
百
a箇

日
乏

忌

辰
↓

翻
二彼

遺

札

摺

寫

此

經
一以
二此

因

縁

入
二

佛

土

耳

元

亨

二

年

八

月

晦

日

向

阿

ハ

ス

ラ

○

按

樂

生

上

人

南

都

一
乘

院

之

貫

主

也
、

弘

安

八

年

創

一建

念

佛

院
一

爲
二退

隱

之

地

一

自

彫
ニ

ス

ろ

造
肯

像
一

請
二向

阿

上

人
一點

眼

焉

略

傳

見
二祀

傳

翼

讚

卷

第

五

十

念

佛

院

條

下
凸

露

命

本

願

抄

ノ

ノ

日

北

白

河

邊

有
二同

法

家

蓋

指
二此

人
也

ご

あ

り
、然

れ

こ

も

歸

命

本

願

抄

に

は

去

年

此

頃

そ

の

僭

は

は

や

・
こ

そ

の

こ

の

こ

ろ

に

て

侍

し

や

ら

ん

め

で

た

く

往

生

し

給

ひ

に

き

云

云

ご

あ

り

て
、向

,阿

上

人

の
自

筆

で

元

亨

二

年

八

月

晦

日

百

箇

日

ご

あ

れ

は
、其

往

生

は

去

年

の

此

頃

(59)



　

に

あ

ら

す

し

て
、本

年

五

月

中

旬

の

往

生

ご

云

は

ざ

る

ぺ

か

ら

す
、此

經

緯

は

文

章

の

都

合

上

向

阿

上

人

か

本

願

抄

に

去

年

こ

か

丶

れ

た

こ

見

做

し

て

矢

張

北

臼

川

の

同

法

は

此

人

こ

す

べ

き

か

後

勘

を

要

す

べ
き

次

第

で

あ

る
Q

以

上

片

々

だ

る

數

葉

の

資

料

を

以

て
、此

の

如

き

堂

々

た

る

大

本

山

の

草

創

ご

其

故

趾

を

知

る

゜
と

を

得

た

る

は

吾

人

の

實

に
意

外

こ

す

る

處

に

し

て
、愈

々

發

慣

し

て

以

て

其

探

究

を

續

け

ざ

る

ぺ

か

ら

す
。

然

り

而

し

て

其

專

修

念

佛

院

即

ち

後

の

淨

華

院

か
、前

顯

の

乾

元

二

年

専

塞

の

讓

默

に

依

り

て

同

年

以

後
.三

條

坊

門

高

倉

の

地

に

あ

り

し

も

の

に

し

て
、向

阿

上

人

の

開

創

は

實

に

此

地

な

り

ご

確

定

し

得

る

ご

云

ふ

ぺ
し
、果

し

て

然

ら

は

再

び

此

地

を

引

拂

他

に
移

轉

せ

し

は

い

つ

の

時

代

な

り

し

か

ご

云

ふ

と

を

究

め

ざ

る

べ

か

ら

す
Q

其

研

究

に

就

て

は

現

在

の

御

池

八

幡

宮

ご

號

す

る

神

瓧

即

ち

昔

の

三

條

坊

門

八

幡

宮

の

由

來

を

探

索

す

る

の

必

要

起

れ

り
。

此

地

は

今

も

等

持

寺

町

ご

稱

し

て
、往

昔

足

利

氏

の

所

疇

所

則

ち

等

持

寺

か

存

在

せ

し

處

ご

云

ふ

事

は
、其

町

名

の

殘

れ

る

を

以

て

推

想

し

得

ら

る

傷
如

く
、等

持

寺

は

此

地

に

創

立

さ

れ

だ

の

で

あ

る
。

獪

夫

れ

以

前

に

は

足

利

直

義

及

義

詮

等

當

時

執

權

職

の

邸

宅

に

供

せ

ら

れ

た

揚

所

に

し

て
、由

々

敷

經

歴

を

を

有

す

る

土

地

な

る

事

を

知

ら

ね

ば

な

ら

漁
。

(60>



此

八

幡

麿

の

調

査

に

就

て

は

本

年

七

月

一
日

發

行

の

『
歴

更

地

理
』

に

文

學

士

宮

地

直

一
氏

か

「
三

條

坊

門

八

幡

宮

の

由

來
」

て

ふ

一
文

を

載

せ

ら

れ

て

居

る

か

大

に

參

考

こ

な

る
。

元

來

此

杜

の

創

立

に

關

し

て

は

今

日

迄

の

文

献

上

最

も

初

の

説

は

ト

部

兼

倶

の

記

な

る

二

十

二

瓧

註

式

に

人

皇

九

十

七

代

光

明

院

御

宇

康

永

二

年

甲
申

等

持

院
.
勸

請

蒹

豐

奉

行

之

甲

申

は

康

永

,三

年

に

し

て

本

文

の

二

は

三

の

誤

也

之

れ

に

よ

る

ご

將

軍

奪

氏

の

創

立

に

係

り
、翁

倶

五

代

の

祀

の

鍵

豊

の

關

與

し

元

こ

ご

丶
な

る
、

江

戸

時

代

に

見

る

地

理

書

は

雍

州

府

志

を

始

め

こ

し

て
、概

ね

此

説

に

從

つ

て

居

る
。

然

ら

は

將

軍

奪

氏

か

此

杜

を

創

立

し

た

此

時

か
、淨

華

院

か

餘

儀

な

く

此

地

を

移

轉

し

て

他

に

引

移

つ

た

時

ご

定

め

ね

ば

な

ら

ぬ

次

第

で

あ

る
、否

寧

ろ

其

證

徴

か

慥

に

見

ぬ

て

居

る

が
、今

暫

く

筆

を

轉

し

て

吾

人

に

他

を

謂

は

し

め

よ
○

御

池

八

幡

宮

の

由

來

は

決

し

て

奪

氏

將

軍

の

創

立

で

は

な

い

の

で

あ

る
。

奪

氏

は

此

時

之

を

我

物

ざ

し

た

だ

け

で
、之

を

言

ひ

換

て

言

へ
ば
、從

來

あ

り

來

れ

る

八

幡

瓧

を

此

時

巳

の

か

氏

祚

に

流

用

し

た

に

止

ま

る

の

で

あ

る
。

些

か

其

沿

革

を

叙

す

れ

ば

『
増

鏡

の

老

の

な

み

に
』

そ

れ

よ

り

三

條

坊

門

富

小

路

の

逋

成

お

ご

ゴ

の

家

へ
行

幸

な

り

て
、し

ば

し

内

裏

に

な

り

し

時

(61)



　

　

む

　

萬

里

小

路

(
一
本

に

は

富

小

路

ご

あ

り
)

お

も

て

の

四

足

は

た

て

ら

れ

侍

り

き
。

か

丶

り

し

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

　

　

程

に

此

家

に

石

清

水

の

若

宮

を

祀

ま

い
ら

せ

た

る

肚

お

は

し

ま

す

に

狐

お

ほ

く

侍

b

け

乃

を

瀧

口

の

な

に

が

し

ご

か

や
。

あ

や

ま

ち

だ

り

け

る

御

ご

が

切

に

て
、よ

う

つ

わ

づ

ら

は

し

く

か

う

み
丶

し

き

事

こ

も

あ

り

け

れ

ば

萬

里

小

路

殿

へ
蹄

ら

せ

給

ひ

き

ご

あ

り
。

こ
・
れ

前

内

大

臣

源

通

成

の

邸

に

行

幸

の

あ

つ

た

始

末

を

記

し

た

の

で
、即

ち

是

れ

は

弘

安

元

年

閏

十

月

十

三

日

皇

居

か
炎

上

し

た

の

で
、翌

十

一
月

八

日

の

夕
、同

人

の

三

條

坊

門

萬

里

小

路

第

に

遷

幸

あ

り
、暫

し

此

處

を

皇

居

こ

し

て
、四

足

門

を

俄

に

造

立

せ

ら

れ
、四

面

の

在

家

を

も

少

々

構

内

に

取

込

め

ら

れ

た

の

で

あ

る
。

こ

の

處

は

山

城

名

勝

志

に

引

く

或

京

程

圖

に
逋

成

大

.
臣

の

第

を

示

し

て
ノ

ノ

ら

ノ

ニ

在
二三

條

坊

門

南
、

萬

里

小

路

酉

ご

あ

る

も

の

で
、是

よ

り

先

き

仁

治

二

年

正

月

廿

日

に

は

後

嵯

峨

帝

も

萬

里

小

路

第

に

踐

祚

せ

ら

れ

た

の

で

「
帝

王

編

年

記
」

の

ノ

ノ

三

條

坊

門

南

萬

里

小

路

西

に

一
致

す

る

の

で

あ

る
。

通

成

は

上

源

氏

で

有

名

な

る

久

我

逋

親

の

孫

に
當

り

伯

父

通

宗

の

女

通

子

は
、土

御

門

天

皇

の

後

宮

に

入

b
、後

嵯

峨

天

皇

を

生

み

奉

つ

だ

の

で
、二

愈

院

湛

室

か

土

(621



御

門

帝

の

御

戒

師

で

後

嵯

蛾

帝

こ

も

深

き

御

關

係

の

あ

る

と

は

世

の

偏

く

知

る

逋

り

て
、西

山

證

室

か

久

我

逋

親

の

獪

子

で

あ

り

し

點

な

ぞ

仲

々

本

宗

ご

は

深

厚

な

る

因

縁

あ

る

人

逹

で

あ

る
。

以

上

叙

説

せ

る

如

く

御

池

八

幡

宮

は

決

し

て

奪

氏

の
創

立

て

は

な

い

の

で
、夫

れ

以

前

か
ら

通

・成

か

矢

張

源

氏

で

あ

る

か

ら
、男

山

の

若

宮

を

勸

請

し

て

己

の

か

邸

宅

の

鎭

守

こ

せ

し

處

へ
後

世

偶

然

に

も

足

利

直

義

か

邸

宅

を

搆

え

る

こ

ご

な

り

て
、此

人

矢

張

源

氏

な

る

を

以

て

八

幡

宮

を

引

續

て

奪

崇

す

る

乙

こ

な

り
、將

軍

奪

氏

の

名

に

依

て

勸

請

し

た

の

で

あ

ろ

う
、下

つ

て

等

持

寺

建

立

こ

な

り

て

は
、愈

々

以

て

八

幡

宮

は

隆

盛

こ

な

り

て

昌

え

等

持

寺

は

癈

寺

こ

な

る

も

其

鎮

守

肚

た

る

八

幡

耐

は

三

條

坊

門

或

は

御

池

八

幡

宮

こ

し

て

今

日

に

も

現

存

す

る

程

神

の

御

威

光

こ

そ

畏

ノ
ナ

τ
Q

pし
セ

才

久

我

邁

成

の

第

は
、孫

の

通

重

其

子

逋

顯

父

子

に

も

傳

領

さ

れ

て

居

り
、此

地

は

三

條

坊

門

萬

里

小

路

亭
、叉

は

三

條

御

所

の

名

に

依

つ

て

直

義

義

詮
、及

び

師

直

の

邸

宅

こ

も

な

り

て

一
時

天

下

の

實

權

は

こ

丶

よ

り

發

動

し
、足

利

奪

氏

が

公

然

此

瓧

に

紳

領

を

寄

せ

奉

つ

て

醍

醐

三

寶

院

の

支

配

下

に

屬

せ

し

ま

て

は
、高

倉

に

於

け

る

淨

華

院

も

恐

く

安

泰

此

地

に

在

り

し

も

の

な

る

ぺ
し
Q

康

永

三

年

十

二

月

の

天

災

か

動

機

こ

な

り

て
、邃

に

此

地

を

去

ら

ざ

る

ぺ

か

ら

す
。

其

淨

華

院

の

跡

に

は

天

下

の

執

權

及

八

幡

宮

の

大

擴

張

か

行

は

れ

た

る
}も

の

に

し

て
、向

阿

上

人

か

專

室

成

阿

か

(63)



ら

譲

り

渡

さ

れ

だ

る
、乾

元

二

年

か

ら

は

實

に

此

年

迄

四

十

二

年

目

で

あ

る
。

前

段

に

於

て

恐

く

此

年

他

に

移

轉

し

だ

の

で

あ

ろ

う

ご

斷

言

し

た

の

は
、此

年

十

二

月

廿

二

日

此

邊

一
圓

不

時

の

大

火

災

で

燒

亡

し

た

の

で

あ

る
。

三

條

坊

門

萬

里

小

路

亭

一
名

三
蔓條

御

所

は

一
夜

の

内

に
次

燼

に

蹄

し

た

の

で

あ

る
。

恐

く

は

八

幡

瓧

も

淨

華

院

も

類

燒

の

厄

は

冤

る

ε

は

出

來

な

ん

だ

で

あ

ろ

.
フ

○

・

足

利

民

に

屬

す

る

邸

宅

は

翌

貞

和

元

年

の

二

月

に

は

立

地

に

再

建

さ

れ

た

の

で

あ

る

か
、淨

華

院

の

再

建

は

永

久

に

此

地

ご

縁

を

絶

つ

た

も

の

こ

思

料

す
。

の

み

な

ら

す
、
一
代

偉

僭

淨

華

房

是

心

向

阿

上

人

も

八

十

有

餘

の

老

耄

の

身

を

持

ち

て

不

時

の

火

災

に

罹

り
、餘

儀

な

き

移

轉

の

必

要

に

迫

ら

れ
、法

縁

の

因

縁

を

辿

り

て

洛

西

雙

岡

池

上

の

西

光

庵

に

避

難

さ

れ

た

の

で

あ

る

が
、圖

ら

ざ

り

き
、此

れ

が

途

に

鶴

林

の

地

こ

な

り

て
、翌

貞

和

元

年

乙

酉

の

六

月

二

日

に

八

十

三

歳

を

一
期

ζ

し

て

大

往

生

を

途

け

ら

れ

元

の

で

あ

る
。

予

が

此

偉

信

の

巳

か

庵

邸

に

最

後

を

示

さ

す
、洛

西

に

居

を

邁

さ

れ

し

は
、此

災

厄

ご

同

時

に

淨

華

院

の

換

地

は

他

に

輿

ぬ

ら

れ

し

も

差

當

り

住

居

す

べ
き

家

屋

な

き

を

以

て

の

故

に

し

て

其

廟

所

の

現

に

西

光

庵

に

存

在

せ

る

は

寔

に

其

所

以

也

こ

す
。

吾

人

は

頗

る

貧

弱

な

る

以

上

の

資

料

を

以

て

し

て
、淨

華

院

の
創

立

せ

ら

れ

た

る

其

端

緒

を

知

(64)



る

と

を

得

耙

の

で

あ

る

が
、元

亨

の

頃
、晦

阿

上

人

か
眞

如

堂

に

參

籠

さ

れ

て

三

部

假

名

鈔

を

書

き

始

め

ら

れ

た

の

も
、樂

生

上

人

の

遺

札

ご

向

阿

の

筆

記

で

元

草

の

二

年

で

あ

る

と

を

慥

め
、之

れ

も

專

筌

に

專

修

念

佛

院

を

讓

ら

れ

た

る

乾

元

二

年

か

ら

は

二

十

年

の

後

に

當

り
、此

三

條

坊

賜

高

倉

の

方

丈

よ

り

東

幽

紳

樂

瞬

及

嵯

峨

に

歩

を

蓮

は

れ

て
、か

丶

る

聖

業

を

後

世

に

貽

さ

れ

た

る

こ

を

〆

知

る

の

幸

輻

を

得

た

の

で

あ

る
○

向

阿

上

人

の

歿

後
、淨

華

院

は

二

代

玄

心

承

室

.上

人

の

饑

代

に

於

て

久

し

か

ら

す

し

て

再

建

せ

ら

れ

陀

の

で

あ

る
Q

其

他

は

土

御

門

の

室

町

に

し

て
、矢

張

足

利

幕

府

の

室

町

御

所

の

南

に

方

り

現

今
Lの

御

所

の

正

西

に

位

し
、烏

丸

今

出

刈

二

τ

南

入

西

側

に
、元

淨

花

院

町

こ

し

て

其

町

名

を

殘

せ

参
○

之

を

記

録

の

上

に

尋

ね

る

に
、火

災

よ

り

六

年

後

の

觀

應

二

年

に

は

既゚

に

此

地

に

嚴

然

再

建

せ

ら

れ

髭

乙

を

知

る

の

で

ゐ

る
Q

存

覺

一
期

謁

山ハ
十
,
二

血蔵

六

月

昔

三

欝

香

隅

院

姫

宮

御

父

離
一恥

麹

隙
一隷
二麹

麹
一

是

爲
〆望
下綱

髏

鍛

都

住
ゾ寺

闘

法

也

暈

ふ

迄

も

な

く

獰

覺

は

本

願

響

覺

如

の

嫡

男

で
、五

男

三

女

あ

b

て
、錦

織

寿

慈

觀

諱

は

綱

嚴

は

叢

第

七

子

毯
。

此

人

父

④

一
期

詑

を

編

み

以

て

一
代

の

行

歌

を

示

せ

る
序

に

自

分

の

こ

を

記

せ

巻

教

第

な

薩
o

悉

園

院

緯

は

二

條

購

關

自

師

忠

公

出

家

後

の

稱

な

り
ρ

然

ら

ば

繭

關

自

を

鱒

介

(嚇 》



者

ご

頼

み
、淨

華

院

に

在

佳

し

て

聞

法

せ

ん

王

を

企

て

だ

畜

も

の

な

り
。
.
他

宗

の

人

に

し

て

既

に

斯

の

如

し
、淨

華

房

の

舊

蹟

何

ぞ

夫

れ

隆

な

ゐ

や
。
`

.

ケ

然

れ

こ

も

淨

華

院

の

隆

盛

は

決

し

て
、後

世

云

ふ

が

如

く

禁

裏

内

道

揚

亦

は

慈

覺

大

師

草

創

の

名

刹

等

で

有

名

な

譯

に

あ

ら

す

し

て
、淨

華

院

は

開

山

向

阿

上

人

の

學

徳

倶

に

高

邁

舵

し

て
、
一
條

禮

阿

土

人

の

法

統

最

も

純

傑

な

る

に

依

る

も

の

な

b
。

而

し

て

當

時

は

自

他

共

に

淨

華

院

の

開

仙

は

向

阿

是

心

上

人

其

人

だ

る

こ

を

認

め

居

つ

た

の

で

あ

る
。

其

理

由

は

三

部

の

假

名

鈔

述

作

E

後

七

十

餘

年

に

贋

る
。

應

永

廿

六

年

已

亥

歳

隆

堯

法

印

は

其

跋

を

書

い

て

云

く
、

レ

ハ

ノ

ノ

ナ
リ

,『
夫

向

上

人

者
、

淨

花

院

鼻

租
、

淨

土

宗

精

哲

也
』

岬
ご

云

へ
り
。

叉
、朝

廷

御

湯

殿

上

日

記
、

明

應

四

年

二

月

十

三

日

條

下

に

云

く
、

じ

や

う

け

ゐ

ん
、の
、か

い

さ

ん

め

さ

く

の
、あ

み

だ

持

蓮

げ

ぢ

う

ね

ん
、の
、さ

く

の
、せ

い
し

め

し

よ

せ

ら

れ

て
、御

お

か

み

あ

り
、ち

や

う

ら

う

ま

い
ら

る

丶
御

た

い

め

ん

あ

り
o

ビ

あ

り

て
、淨

華

院

開

山

は

云

迄

も

な

く

向

阿

上

人

を

指

す

の

で

あ

る
ρ

因

に

云

ふ
、淨

華

院

の

系

統

は

紳

縉

萬

里

小

路

家

ご

深

厚

な

る

因
国縁

の

あ

る

の

は
、萬

里

小

路

元

詛

資

逋

卿

か

弘

安

七

年

九

月

四

日

に

禮

阿

上

人

を

戒

師

に

仰

き
、出

家

し

て

如

願

入

道

ご

云

ひ

し

に

始

ま

り
、歴

世

師

檀

の

契

淺

か

ら

す
、以

て

今

日

の

隆

昌

を

見

る

に

至

れ

り
。

(66)



附

記

本
論

は
藤
堂
砧
範

氏

の
勸

誘
に
基

き
、
唐
突

之
を
起
稿

す
、
獪
其
賓
料

に
至

つ
て
は
同
氏

の
蒐
集

に
か

Σ
る
も

の
頗

る
多

し
、
此
點
併

せ
て

深
く
同
氏
に
感
謝
す

る
も

の
也
矣

。

(67)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
許
諾
の
な
い
文
章
に
墨
消
し
処
理
を
施
し
て
い
ま
す
︒




